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９月の誕生会

子どもたちに湖面の白鳥の話をしました。
早朝の宍道湖畔を歩いていると、４羽の白鳥が列をなして
泳いでいた。等間隔で一列に並び、湖面をすべるように進む。
しばらく行くと先頭が交代。「次はきみが先頭だよ」「あり
がとう」、そんな会話が交わされていたのかも。何回かくり
返す。
その光景は幼稚園の子どもたちの姿と重なります。〝自分
が先に〟〝自分が一番に〟そんな姿を見ることがあります。
「お先にどうぞ」「かわるよ」と互いに言える関係がいいな
と思います。湖面の白鳥のように。

そうめん流しを行いました

身近にある竹を使って恒例のそうめん流しをしまし
た。麺を入れる器と箸も竹で作りました。未就園児の
皆さんも一緒に楽しみました。

9/9
(月

)



さいかまつり「子ども神輿」に参加
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うさぎと子ども

当園ではうさぎを飼っています。名前はふわちゃん、ア
イドル的存在です。毎日当番の子がうさぎ小屋に餌を置い
たり掃除をしたりしています。
ある日のこと。３畳分の広さの庭でいつもは遊んでいる

ふわちゃんですが、この日は雨のためか寝室
の中でじっとしています。ふだん餌は皿に入
れて庭の真ん中に置きますが、当番のＡ児は
その皿を、水入れも一緒にそっと寝室の前に
移動させました。自然な動作でした。



Ｃｏｆｆｅｅ Ｂｒｅａｋ＿＿

５月頃からだったでしょうか、黄緑のベストを身につけ、
キャスター付ボックスを持ち歩く人たちが、各家を回ってい
るのを見かけるようになりました。土地家屋調査士の人たち
です。
３０度を超える暑い日に当園を訪れた調査士は、竹林の中

や周辺を調査。外に立っているだけで苦痛を感じる中、仕事
とはいえ大変だろうなと思いながら、少しの時間一緒に回り
ました。
７月初め、大雨の中、これまでの調査の確認を頼まれ、約

１時間周辺を歩きました。予め約束はしてあっても、「大雨
警報が出ている中でやるの」と気持ちが向かなかっ
たのが、正直なところでした。しかしいざ回り始め
ると、一つ一つ丁寧に説明する２人の姿に雨が服に
しみるのも苦になりませんでした。何度か顔を会わ
せている２人のプロ意識と誠実さが伝わってきまし
た。

絵本『すみれ島』から

九州の南にある小さな学校。昭和２０年春毎日のように日の丸をつけ
た飛行機が学校の真上を飛ぶ。子どもたちは万歳をさけんで手をふり
見送る。ひとりの女の子がすみれの花を航空隊に送ることを思いつく。
「せっかくもらった花をちぎってしまって、わるいなと思いがら、花がなくな
るまでやりました。（中略）いま、出撃の号令がかかりました。みなさん、あ
りがとう。ゆうべはほんとうにたのしい夜でした」。子どもの頃を思い出し、
隊員たちはすみれの花をからませて引っぱりっこをしていたのです。声を
つまらせて隊員の手紙を読みおえた先生は、初めて特攻機のことを子ど
もたちに詳しく話します。
（『すみれ島』今西祐行 文 松永禎郎 絵 偕成社）
絵本を読み、鹿児島「知覧特攻平和会館」で

見た三角兵舎を思い起こしました。特攻隊員た
ちが出撃まで起居していた場所です。
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